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米国NCAAでは、中学・高校時代からNCAA加入の学業要件を課すことによって構造的に文武両道をする環境を整備して
いる。またDiv.1では学業とスポーツを両立し、リーダシップを発揮できる人材を輩出するために多くの制約事項がある

米国NCAAの学業支援内容の全体像

米国NCAA及び米国加盟大学の学業支援 資料３

入学要件 在学中の支援・活動要件 キャリアに関する支援

 模範的学生であること（奉仕活動・文武両道）

 高いスポーツマンシップとインテグリティを備えている事

 文武両道を高いレベルで遂行できる事

 ダイバーシティへの理解

 リーダーシップの高さ（自主性・哲学）

目指すべき理想の人物像

（7つのコアバリューより抜粋）

Div.1

Div.2

Div.3

高校卒業する年の前期までに、SAT
等の試験で一定の基準に達成して
いないとNCAAに加入できない

要件なし
（NCAAサイトへのID登録は必要）

APRによる大学全体の統制

GPAに
よる学
生の単
位の質
統制* 練習時

間の制
限

単位取
得数に
よる学
生の単
位の量
統制* 表彰

制度

学生と
企業
のマッ
チング

キャリ
ア相
談

成績管理無し

*Div.2の単位管理は2018年から、1年次のみ管理

OBO
Gと現
役学
生の
マッチ
ング

リー
ダー
キャン
プなど
の導
入
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NCAA加入要件として一定の学修レベルを要件として課している。

入学要件

米国NCAA及び米国加盟大学の学業支援

引用：http://fs.ncaa.org/Docs/eligibility_center/1718_Initial-Eligibility_Brochure.pdf

 GRADE9（中学卒業）から
NCAAへ加入するための意識
づけを行い、ACTやSATという
テストで加入要件を定めている
（Div.1・2のみ）

資料３

http://fs.ncaa.org/Docs/eligibility_center/1718_Initial-Eligibility_Brochure.pdf


4

成績基準や練習時間の制約を行う事で学業とスポーツを両立可能な環境を整えている。

単位管理・練習時間の管理

米国NCAA及び米国加盟大学の学業支援

学生向け

平均GPA管理

単位取得数要件

1~2年平均GPA1.8以上
3年平均GPA1.9以上
4年平均GPA2.0以上
～2年単位を40%
～3年単位を60%
～4年単位で80%（※5年制度）

以下を達成しないとスポーツに参加できない

大学向け

APR制度

各大学のスポーツチームに参加
する学生の内、上記学生基準に
達しなかった場合大学の持ち点
1000点から減点する
930点を下回ると、大学全体で試
合禁止や練習時間の減少を課せ
られる

以下を達成しないと試合に参加できない

NCAAの練習管理要件（全てのDiv.共通）

学生向け

週間練習時間

計上対象の例

20時間（オフシーズンは8時間）

試合・練習試合・チーム練習・自
主練・筋トレ・試合等のビデオ鑑
賞・イベント参加等

以下を超過すると罰則（コミッティで内容決定）

コーチ・大学
向け

上記管理を怠ると罰則

NCAAの成績管理要件（Div.1）

 本基準をベースにしながら、大学毎に成績要件のハードルを
上げたり、競技毎に時間を制約したりしている

 例えば、体の接触の多いアメフトは練習時間をさらに少なくし
たり、対人練習の時間を制約したりなど

 また、強化部活は必要な平均GPAを2.5にするなどしている

引用：http://www.ncaa.org/about/what-we-do/academics
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学生のみならず関係者の動機づけを行うために様々な表彰制度が用意されている

表彰制度

米国NCAA及び米国加盟大学の学業支援

Today’s TOP10

Silver Anniversary

Inspiration award 

Theodore Roosevelt 
Award

Award of Valor

NCAA Honors Celebration Awards Elite 90 Academic Recognition Award

学生・コーチ・体育局（AD）など様々な関係者を表彰する制
度であり、年に1度の会合で表彰される

競技と学修及び地域貢献を高いレベルで遂行した人物を
表彰する制度

引用：http://www.ncaa.org/about/resources/events/awards
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卒業後のキャリアを意識した情報提供やフォーラムの開催を通じて学生のキャリア支援を実施している。

キャリア支援等

米国NCAA及び米国加盟大学の学業支援

引用：http://fsacareercenter.ncaa.org/ http://www.ncaa.org/about/resources/leadership-development/student-athlete-leadership-forum

NCAAキャリアセンター

 NCAAに加入している学生は無料でNCAAが運営するキャリア
センターを活用できる

 企業情報や求人情報の検索や面談も申し込みインターン情報
の検索などが可能

リーダシップ開発

 NCAAにはリーダシップ開発局が存在し、学生、ADやコーチな
どに対してリーダシップ開発プログラムを提供している

 特に1997年から始まった人間形成やリーダ育成を目的とした
リーダシップフォーラムは5000人以上が参加している（参加に
は大学の推薦などが必要な場合もある）
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NCAAのルールを最低基準にしながら各大学では各大学の理念や経営方針に合わせた個別対応をAD局中心に実施し
ている。

各大学の学業支援

米国NCAA及び米国加盟大学の学業支援

これまでのNCAAの活動指針や制約以外に、各大学毎の取組みもあり、それが
学生を集める売りになったり特色になったりしている

ジョージア工科大学ではASPIRE（Athlete’s Successful Planning in Reaching 
Excellence）という入学オリエンテーションを通じて、部活の前に単位の取ること
の大切さや、競技を通じた人間形成、キャリアを意識した活動などを促している

入社オリエンテーションによる

意識づけ

ワシントン大学では、成績管理の徹底とアフターフォローのために大学体育局
（AD局）専門のアカデミックサポートセンターを設置している

カウンセラー、学修アドバイザー、科目ごとのチューター、チーム千人のアカデ
ミックコーチなどである

 1人の学修アドバイザーが160名を請け負っている（＃本アドバイザーという職
種）

チューターによる支援

※アメリカの大学では、大学に存在する全サークルの内、NCAAにルールを遵守させるクラブを5~15チームほど選出して予算をつけ
ている。指定クラブは競技成績、ブランド、施設のコストなどを考慮し、AD局が毎年どのクラブを支援すべきか検討している。

*引用：吉田良治著 「スポーツマネジメント論」
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